
10

構造と動作
フィールド（静止部）、ロータ（回転部）及び

アーマチュアハブ組立（回転部）の主要3部品で
構成されており、ロータとアーマチュアの吸引
面には、かみ合い歯を形成してあります。50形
以下は、フィールドがロータに玉軸受で支持さ
れた回り止め方式、100形以上はフランジ取付
方式です。

コイルに通電するとフィールド、ロータ及び
アーマチュア間に磁束を発生し、アーマチュア
はロータに吸引されて、両方の歯がかみ合いク
ラッチは連結します。
励磁を切るとコイルばねによりアーマチュア

は切り離されて、クラッチは解放します。

MZ形　クラッチ

回り止め板

ロータ

アーマチュア

コイルばね

アーマチュアハブ

リード線

フィールドコア

コイル

玉軸受

かみ合い歯
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構造と動作
フィールド（静止部）、ロータ（回転部）及び

アーマチュアハブ組立（回転部）の主要3部品で
構成されており、ロータとアーマチュアの吸引
面には、かみ合い歯を形成してあります。
コイルに通電するとフィールド、ロータ及び

アーマチュア間に磁束を発生し、アーマチュア
はロータに吸引されますが、特殊ローラにより

定位置になるまで歯はかみ合いません。定位置
になると歯のかみ合いによりトルクを伝達しま
す。
励磁を切るとコイルばねによりアーマチュア

は切り離されて、クラッチは解放します。

MZS形　クラッチ

リード線

ロータ

アーマチュア

コイルばね

アーマチュアハブ

回り止め板

フィールドコア

コイル

玉軸受

かみ合い歯



26

構造と動作
クラッチは、ロータと一体になったクラッチ

ハブのスプラインにインナディスク、アウタデ
ィスク及びレリーズばねを交互に入れ、最後に
アーマチュアを組込んだもので、フィールドは
クラッチハブに玉軸受で支持されています。ア
ウタディスク外周のラグ部にカップリングをセ
ットして動力を取り出します。
ブレーキはロータハブにアウタディスク、レ

リーズばねとインナディスクを交互に入れ最後

にアーマチュアをセットしたもので、アウタデ
ィスクのラグ部にフィールドのカップリング部
がかん合しています。
コイルに通電するとフィールド、ロータ、デ

ィスク及びアーマチュアに磁束が流れ、アーマ
チュア及びディスクがロータに吸引され、クラ
ッチは連結します。励磁を切るとレリーズばね
によりディスクは分離し、クラッチは解放しま
す。ブレーキの動作も同様です。

MDC形　クラッチ

リード線

アウタディスク

アーマチュア

クラッチハブ

インナディスク

レリーズばね

回り止め板

コイル

玉軸受

フィールドコア

ロータ

MDB-N形　ブレーキ

アウタディスク

インナディスク

レリーズばね

アーマチュア

リード線

コイル

フィールドコア
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構造と動作
MWC形クラッチは、ロータと一体となったク

ラッチハブのスプラインにインナディスク、ア
ウタディスク及びレリーズばねを交互に入れ、
最後にアーマチュアを組込んだもので、フィー
ルドはクラッチハブに玉軸受で支持されていま
す。アウタディスク外周のラグ部にカップリン
グをセットして動力を取り出します。
MWB形ブレーキはフィールドに固定されたカ

ップリングにアウタディスクとインナディスク
を交互に入れ最後にアーマチュアをセットした

もので、インナディスクのスプラインにインナ
ドライバがかん合しています。
コイルに通電すると、フィールド、ロータ、

ディスク及びアーマチュアに磁束が流れ、アー
マチュア及びディスクがロータに吸引され、ク
ラッチは連結します。励磁を切るとレリーズば
ねによりディスクは分離し、クラッチは解放し
ます。
ブレーキの動作も同様です。

MWC形　クラッチ

アウタディスク

インナディスク

アーマチュア

クラッチハブ

レリーズばね

リード線

回り止め板

コイル

玉軸受

フィールドコア

ロータ

MWB形　ブレーキ

カップリング

アウタディスク

インナディスク

インナドライバ

アーマチュア

リード線

コイル

フィールドコア


